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合
理
的
配
慮
と
は
、
障
害
の
あ
る
方
々
の
人
権
が
保
障
さ
れ
社

会
生
活
に
平
等
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
特
性
や

困
り
ご
と
に
合
わ
せ
て
お
こ
な
わ
れ
る
配
慮
の
こ
と
で
す
。

合
理
的
配
慮
は
、
段
差
が
あ
っ
て
車
椅
子
を
利
用
さ
れ
る
方
が

困
っ
て
い
れ
ば
、
ス
ロ
ー
プ
を
つ
け
た
り
す
る
こ
と
、
集
会
や
会

合
の
時
に
、
聞
こ
え
に
く
い
方
の
た
め
に
要
約
筆
記
を
用
意
し
た

り
、
手
話
通
訳
を
配
置
す
る
こ
と
、
見
え
に
く
い
方
が
、
道
を
探

し
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
驚
か
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
正
面

か
ら
「
私
が
何
か
お
手
伝
い
し
ま
し
ょ
う
か
？
」
と
声
を
か
け
る

こ
と
な
ど
な
ど
、
困
っ
て
い
る
こ
と
に
応
じ
て
配
慮
さ
れ
る
こ
と

で
、
こ
の
合
理
的
配
慮
が
法
律
の
改
正
で
、
民
間
の
事
業
者
に
お

い
て
も
努
力
義
務
か
ら
義
務
と
な
り
ま
し
た
。

障
害
者
差
別
解
消
法
改
正
は
、
先
の
国
会
で
全
会
一
致
で
成
立

し
て
、
こ
れ
か
ら
３
年
以
内
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

私
は
、
宮
崎
県
の
障
害
者
差
別
禁
止
条
例
も
改

正
が
必
要
で
は
な
い
か
、
ど
の
よ
う
に
啓
発
を
行

う
の
か
福
祉
保
健
部
長
に
聞
き
ま
し
た
。

部
長
は
「
差
別
解
消
に
一
層
取
り
組
む
契
機
で
あ
る
。
条
例

改
正
に
盛
り
込
む
内
容
を
精
査
し
た
い
。
県
民
や
事
業
者
に
広

く
周
知
し
、
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
暮
ら
し
や
す
い

宮
崎
県
づ
く
り
を
一
層
進
め
て
参
り
た
い
。」
と
答
弁
。

階
段
の
入
口
し
か
な
い
お
店
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に
停
め

た
自
転
車
な
ど
、
社
会
の
あ
り
方
や
、
人
々
の
営
み
に
よ
っ
て

作
り
出
さ
れ
る
障
害
が
あ
り
ま
す
。
現
状
の
ま
ま
で
困
る
方
が

い
な
い
か
、
感
性
を
磨
き
、
想
像
す
る
、
考
え
る
、
そ
し
て
行

動
す
る
こ
と
で
真
の
共
生
社
会
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

コ
ロ
ナ
の
収
束
が
一
日
で
も

早
く
来
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。働

く
者
の
立
場
を
守
り
、
全

て
の
子
ど
も
ら
に
、
幸
福
な
未

来
が
あ
る
よ
う
に
祈
る
と
同
時

に
、
行
動
し
て
い
き
ま
す
。

様
々
な
課
題
を
取
り
上
げ
て
、
県

民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
で
き
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ま
の
、
県
政
に
対
す
る

ご
意
見
、
ご
要
望
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

202１年７月

発行

県議 岩切たつや

住所 ８８０－０９４２

宮崎市生目台東

1丁目6－8

電話0985-89-5158

fax 0985-86-8778

６
月
議
会
の
質
問
冒
頭
で
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
疲
弊
し
た
社
会
の
再

興
に
向
け
た
知
事
の
姿
勢
を
質
す
際

に
、
渋
沢
栄
一
氏
の
言
葉
を
引
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

知
事
は
「
県
内
経
済
回
復
は
喫
緊

の
課
題
で
、
累
計
１
３
０
０
億
円
余

の
様
々
な
対
策
を
構
築
し
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
拡
大
で
経
済
活
動

が
活
発
化
し
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
、
県
民
の
命
と
健
康
を
守
り
抜
く

覚
悟
を
持
っ
て
、
県
民
や
事
業
者
の

方
々
が
困
難
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ

う
、
し
っ
か
り
寄
り
添
い
な
が
ら
、

復
興
に
全
力
で
取
り
組
む
」
と
力
強

い
決
意
を
答
弁
し
ま
し
た
。

宮
崎
県
は
「
独
自
の
緊
急
事
態
宣
言
」

を
発
令
し
、
感
染
流
行
を
短
期
集
中
的

な
取
り
組
み
で
抑
え
込
む
こ
と
に
成
功

し
た
と
言
え
ま
す
。
一
方
で
営
業
自
粛

に
協
力
し
た
飲
食
店
事
業
者
、
関
連
事

業
者
、
交
通
機
関
で
働
く
皆
さ
ん
は
、

経
済
的
な
打
撃
を
受
け
て
い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
拡
大
が
効
果
を
発

揮
し
、
人
の
流
れ
が
回
復
す
る
こ
と
で

経
済
が
回
り
始
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
は
、
十
分
な
支
援

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

厳
し
い
公
共
交
通
現
場

人
の
流
れ
が
止
ま
る
こ
と
で
、
公
共

交
通
機
関
の
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
は
売
り

上
げ
が
著
し
く
減
少
し
、
企
業
と
し
て

生
き
残
る
こ
と
さ
え
厳
し
い
状
況
に
な

っ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
宮
崎
県
は
、

全
国
に
珍
し
い
「
１
県
１
社
体
制
」
で

路
線
バ
ス
が
運
営
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

宮
崎
交
通
は
県
民
共
有
の
財
産
と
捉

え
、
そ
の
保
全
に
県
は
責
任
を
持
つ
べ

き
だ
と
主
張
し
ま
し
た
。

知
事
は
、
一
部
路
線
の
維
持
が
困
難

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
そ
の

維
持
の
た
め
に
は
関
係
市
町
村
と
協
力

体
制
を
構
築
し
て
支
援
し
、
同
時
に
、

地
域
実
情
を
反
映
し
た
交
通
体
系
を
作

っ
て
い
く
と
答
弁
し
ま
し
た
。

誰
し
も
取
り
残
さ
な
い
社
会
を

公
共
交
通
の
利
用
促
進

は
、
排
出
さ
れ
る
温
暖
化

ガ
ス
を
減
ら
す
グ
リ
ー
ン

政
策
で
あ
り
、
ま
た
、
過

疎
地
を
含
む
地
方
を
守
る

地
方
創
生
の
取
り
組
み
で

も
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
、
県
民
の
移
動
す

る
権
利
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
大
事

な
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
知
恵
と
工

夫
と
、
人
材
を
駆
使
し
て
い
く
、
ま
さ

に
社
会
連
帯
の
観
念
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
よ
う
求
め
ま
し
た
。

1979年県庁入庁し、児童相談所、福祉

事務所等に勤務。その間、労組委員

長、ＰＴＡ会長など労働運動、地域活動
に取り組む。

2015年県議選に初挑戦、

現在二期目。環境農林
水産常任委員会委員長

立憲民主党政策調査会長

60歳 家族 妻と子ども
社会福祉士、宮崎県登録養

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
は
、
渋
沢
栄
一
氏
を
主
人

公
と
し
て
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
様
々
な
企
業
を

興
し
た
人
、
日
本
資
本
主
義
の
父
な
ど
言
わ
れ
ま

す
が
、
一
九
〇
八
年
、
現
在
の
社
会
福
祉
協
議
会

に
つ
な
が
る
「
中
央
慈
善
協
会
」
発
足
時
の
初
代
会
長
で
も
あ
り
ま
す
。
渋

沢
翁
は
、
個
人
の
貧
し
さ
で
は
な
く
社
会
の
貧
し
さ
が
課
題
と
指
摘
し
、「
社

会
連
帯
の
観
念
を
喚
起
せ
よ
」
と
、
福
祉
の
道
を
示
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

百
年
が
経
過
す
る
今
日
、
皮
肉
に
も
過
度
の
資
本
主
義
、
新
自
由
主
義
経

済
の
中
で
、
社
会
連
帯
の
理
念
は
片
隅
に
追
い
や
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
社
会
を
考
え
る
今
、「
今
だ
け
、
金
だ
け
、
自
分
だ

け
」
の
政
治
か
ら
、「
支
え
合
う
社
会
」
へ
の
転
換
を
進
め
ま
せ
ん
か
。



を
惜
し
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
。
子
ど
も
の

命
を
守
る
た
め
に
。
今
回
の
質
問
で
、
知

事
が
「
し
っ
か
り
取
り
組
む
」
と
さ
れ
た

こ
と
は
心
強
い
と
感
じ
ま
し
た
。

☆
質
問
☆
（
県
プ
ー
ル
整
備
事
業
）

宮
崎
市
錦
本
町
県
有
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
、

新
た
に
整
備
す
る
プ
ー
ル
に
つ
い
て
、

事
業
者
を
選
定
し
た
が
、
ど
ん
な
点
が

評
価
さ
れ
た
の
か
伺
う
。

☆
答
弁
☆
（
知
事
）

プ
ー
ル
整
備
の
内
容
と
合
わ
せ
、
民

間
施
設
の
内
容
に
つ
い
て
審
査
し
、
入

札
価
格
も
加
味
し
て
決
定
し
た
。
民
間

施
設
は
放
送
局
、
大
学
施
設
、
医
療
・

飲
食
モ
ー
ル
を
整
備
す
る
案
で
、
賑
わ

い
創
出
に
期
待
で
き
る
と
判
断
し
た
。

☆
質
問
☆
（
県
プ
ー
ル
整
備
事
業
）

１
５
５
億
円
の
事
業
で
、
コ
ロ
ナ
禍

の
経
済
不
況
の
下
、
財
政
に
対
す
る
心

配
を
し
て
い
る
。
県
民
生
活
に
影
響
は

な
い
と
約
束
で
き
る
か
。

☆
答
弁
☆
（
知
事
）

プ
ー
ル
整
備
や
維
持
管
理
費
は
多
額

と
な
る
た
め
、
手
法
の
検
討
、
余
剰
地

活
用
な
ど
負
担
の
軽
減
に
努
め
て
い
る
。

今
後
、
福
祉
医
療
な
ど
、
県
民
生
活
に

関
わ
る
事
業
に
影
響
が
出
る
こ
と
の
な

い
よ
う
健
全
な
運
営
に
努
め
て
い
く
。

☆
私
の
思
い
☆

防
災
庁
舎
、
県
立
病
院
、

国
体
３
施
設
。
次
々
に
作
ら
れ
る
施
設
。

い
ず
れ
も
大
事
な
施
設
で
す
。
か
か
る
費

用
の
支
払
い
が
、
県
民
生
活
に
我
慢
を
求

め
る
こ
と
に
な
っ
て
は
本
末
転
倒
。
健
全

な
財
政
運
営
を
求
め
て
行
き
ま
す
。

☆
質
問
☆
（
水
道
の
耐
震
化
）

県
内
の
上
水
道
の
耐
震
化
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

☆
答
弁
☆
（
福
祉
保
健
部
長
）

耐
震
化
は
市
町
等
が
計
画
的
に
進
め

て
い
る
。
基
幹
管
路
の
う
ち
耐
震
適
合

率
は
、
本
県
全
体
で
２
８
．
５
％
と
、

全
国
平
均
の
４
０
．
９
％
と
比
べ
る
と

低
い
状
況
。
市
町
等
に
対
し
、
引
き
続

き
国
庫
補
助
事
業
を
活
用
し
た
早
期
の

計
画
的
な
耐
震
化
を
促
し
て
い
く
。

☆
質
問
☆
（
福
島
原
発
処
理
水
）

ア
ル
プ
ス
処
理
水
を
海
洋
投
棄
す
る

話
は
本
県
水
産
業
に
影
響
は
な
い
か
。

☆
答
弁
☆
（
農
政
水
産
部
長
）

県
内
三
漁
協
か
ら
十
六
隻
が
処
理
水

の
放
出
が
想
定
さ
れ
る
海
域
で
操
業
し

て
い
る
。
全
国
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

を
始
め
猛
烈
に
反
対
し
て
い
る
。
仮
に

風
評
被
害
が
生
じ
た
場
合
、
本
県
漁
業

へ
の
影
響
も
危
惧
さ
れ
る
。

☆
質
問
☆
（
消
防
広
域
化
）

消
防
指
令
の
共
同
化
に
つ
い
て
調
査

す
る
事
業
が
あ
る
が
、
目
的
は
。

☆
答
弁
☆
（
危
機
管
理
統
括
監
）

市
町
村
が
判
断
す
る
た
め
の
資
料
を

作
成
す
る
目
的
の
調
査
で
あ
る
。
消
防

指
令
業
務
共
同
運
用
は
、
施
設
整
備
コ

ス
ト
を
削
減
、
情
報
の
一
元
化
等
の
効

果
が
期
待
さ
れ
る
一
方
、
人
員
配
置
な

ど
運
用
上
の
課
題
も
想
定
さ
れ
る
。
課

題
と
対
策
に
つ
い
て
検
討
で
き
る
資
料

を
提
供
す
る
目
的
で
あ
る
。

☆
私
の
思
い
☆

広
域
化
、
共
同
運
用
と

い
う
と
合
理
的
と
思
わ
れ
る
が
、
単
純
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
慎
重
か
つ
丁
寧
な
対
応

に
徹
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

〈近況報告〉 ◆４月１５～１６日臨時議会 議長、副議長選挙等がありました。

私は環境農林水産常任委員会委員長、議会運営委員会委員となりました。◆５月２５

～２６臨時議会 県独自の緊急事態宣言の発令を踏まえ、緊急対策を講じるための

経費等５４億円余の補正予算（案）を審議◆６月１４日～３０日定例議会 補正予算

（案）120億8811万円を審議◆この結果、令和3年度の一般会計の予算規模は6500

億225万8千円となりました。その他、24の議案・報告等を可決しました。

＊紙面ですべてをお伝えすることが難しいことから、詳しくは県広報や宮崎県庁ホームページをご覧ください。

〈さまざまなスナップ〉
朝のデパート前交差点で↓

↑日南市長を表敬訪問しました

☆
質
問
☆
（
児
童
相
談
所
の
強
化
）

児
相
に
弁
護
士
、
警
察
職
員
を
配
置

し
て
い
る
が
、
そ
の
効
果
は
。

☆
答
弁
☆
（
福
祉
保
健
部
長
）

子
ど
も
の
迅
速
な
安
全
確
認
、
保
護

者
へ
の
法
的
対
応
の
充
実
が
図
ら
れ
た
。

☆
質
問
☆
（
児
童
相
談
所
の
強
化
）

職
員
の
増
員
は
ど
う
進
ん
で
い
る
か
。

配
置
基
準
と
の
関
係
は
。

☆
答
弁
☆
（
福
祉
保
健
部
長
）

国
の
定
め
た
児
童
虐
待
防
止
対
策
体

制
総
合
強
化
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
増
員
し

て
い
る
。
過
去
５
年
で
児
童
福
祉
司
２７

人
、
児
童
心
理
士
９
人
増
員
し
、
国
の

配
置
基
準
を
満
た
し
て
い
る
。

☆
質
問
☆
（
児
童
相
談
所
の
強
化
）

児
童
相
談
所
の
体
制
強
化
に
対
す
る

知
事
の
思
い
を
伺
う
。

☆
答
弁
☆
（
知
事
）

子
ど
も
は
宝
。
児
童
虐

待
に
適
正
に
対
応
す
る
こ

と
は
重
要
。
市
町
村
と
の
役
割
分
担
を

図
り
つ
つ
、
児
相
職
員
の
増
員
、
司
法

職
員
の
配
置
な
ど
そ
の
体
制
と
専
門
性

を
強
化
す
る
。
児
相
の
役
割
は
こ
れ
ま

で
以
上
に
重
要
に
な
る
。
し
っ
か
り
取

り
組
み
た
い
。

☆
私
の
思
い
☆

全
国
で
発
生
す
る
児
童
の

虐
待
死
事
件
。
時
間
が
経
つ
と
報
道
さ
れ
る

機
会
も
減
り
ま
す
。
二
度
と
殺
さ
せ
な
い
社

会
、
そ
ん
な
社
会
を
作
る
た
め
に
、
私
は
何

度
も
何
度
も
取
り
上
げ
ま
す
。
対
策
の
費
用

追
加
補
正
予
算
の
主
な
事
業

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
緊
急
支
援
事
業

２
０
億
１
０
８
０
万
円
（
補
正
後

３
６
億
４
８
５
４
万
円
）

県
内
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
早
期
に
完
了
さ
せ
る
体
制
強
化
費
。

〇
地
域
間
幹
線
バ
ス
運
行
支
援
事
業

１
億
６
２
１
８
万
円

県
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
地
域
間
バ
ス
路
線
を
維
持
す
る
た
め
、
運
行
を
支
援
す
る
。

〇
市
町
村
交
通
事
業
者
支
援
事
業

２
億
５
４
８
０
万
円

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
貸
切
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
地
域
公
共
交
通
事

業
者
等
へ
の
支
援
に
取
り
組
む
市
町
村
に
対
す
る
補
助
を
行
う
。

〇
緊
急
雇
用
維
持
支
援
事
業

５
億
１
９
２
０
万
円

コ
ロ
ナ
に
よ
る
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
、
労
働
者
の
雇
用
維
持
を
図
る
た
め
に
雇
用
調

整
を
実
施
す
る
事
業
者
に
対
し
て
、
給
付
金
を
支
給
す
る
。

〇
観
光
み
や
ざ
き
緊
急
誘
客
促
進
事
業

５
億
４
５
２
５
万
円

コ
ロ
ナ
に
よ
り
落
ち
込
ん
だ
旅
行
需
要
を
回
復
さ
せ
る
た
め
、
県
民
を
対
象
と
し
た
県

内
宿
泊
等
割
引
や
、
交
通
機
関
・
観
光
関
連
産
業
と
連
携
し
た
誘
客
等
を
支
援
す
る
。

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
金
支
給
事
業

４
７
５
０
万
円

生
活
福
祉
資
金
の
特
例
貸
付
に
つ
い
て
、
貸
付
金
が
上
限
額
に
達
し
て
い
る
な
ど
に
よ

り
、
利
用
が
で
き
な
い
世
帯
を
対
象
と
し
て
支
援
金
を
支
給
す
る
（
単
身
世
帯
月
額
６

万
円
、
二
人
世
帯
月
額
８
万
円
、
三
人
以
上
世
帯
１
０
万
円
、
支
給
期
間
は
３
か
月
）
。

↑宮崎駅西口ロータ

リーの安全を向上さ

せるため、宮交バス

労組のみなさんと実

態調査をしました

え
び
の
演
習
場
で
日
米
仏
の

合
同
訓
練
中
止
を
求
め
て
↓

↑街頭宣伝活動にいっしょうけん

めい取り組んでいます

私
の
質
問
・
答
弁
の
一
部
を
ご
紹
介

し
ま
す
。


